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RISEの運用検討状況

野田寛大

（国立天文台・水沢・RISE）
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内容

RISEのVERA使用頻度

（１）子衛星のVLBI観測（４局）

--24H／1週間、1年間

（２）2つの子衛星分離時の監視（水沢局のみ）

--分離前-１０分から分離後までS帯受信

VERA計画立案のIF
ソフト開発状況
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(Sugano, thesis, 2004)

周縁部で再現性が悪い

視線方向データのみの場合の
重力場推定シミュレーション

月の場合
裏側が見えない

4wayドプラー観測

VLBI観測
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8/13（月） 8/21（火）

face-on orbit
年20回程度
（全日照7回）

ドプラー観測（2way,4way） VLBI観測

8/16（木） 8/18（土）2007

ドプラー観測とVLBI観測

8/28（火） 8/25（土）

※子衛星の軌道詳細決定のため
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RSAT/VRAD

リレー衛星
(Rstar)
100km×2400km

月周回衛星
100km±25km

JAXA臼田局(64m）

JAXA新GN局
（主・従局）

VRAD衛星
(Vstar)
100km×800km

S/X帯中継器
VLBI電波源

S帯送受信機

VLBI電波源

NAO VERA局

相対VLBI(VRAD)

クェーサー

周回衛星運用

2/4way
RARR(RSAT)

コマンド／テレメトリ

レンジ＆レンジレート

ミッションデータ伝送

凡例

電波源追跡
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VRAD

リレー衛星
(Rstar)
100km×2400km

JAXA臼田局(64m）

JAXA新GN局
（主・従局）

VRAD衛星
(Vstar)
100km×800km

VLBI電波源

VLBI電波源

NAO VERA局

相対VLBI(VRAD)

クェーサー コマンド／テレメトリ

レンジ＆レンジレート

ミッションデータ伝送

凡例

電波源追跡

リレー運用との切り替えのため
電波源のON/OFFが必要

子衛星テレメトリ、
RARRは臼田局のみ
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RISEでの利用

（１）子衛星のVLBI観測（４局、初期運用は水沢・入来のみ）

--月周縁部を飛行する時期を中心に

24時間／1週間、1年間 （2007夏ー）

--外国局を入れた観測を半年に1度、1月間

時期：face-on orbitでかつ衛星が全日照の時期が続く時

（２）2つの子衛星分離時の監視（水沢局のみ）

--分離前-１０分から分離後までS帯受信

時期：打ち上げ約1ヶ月後のある2日間

調整：

--アンテナメインテナンス時期（夏打ち上げのため時期が重
なる可能性あり。（07年8月28日に月食あり）。）

--スケジュール確定時期
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運用の時間的流れ

計画提出最終軌道予報－3日

計画（案）提出軌道予報値取得、運用
リクエスト（観測機器）

－1週間

バス系調整会議－1ヶ月

観測局割り当て
要求

HGA指向調整（バス系）テレコマ局割り当て－2ヶ月

VERA衛星衛星地上局観測まで

打上日程確定後、衛星分離、VLBI観測の時期がおおまかに決定
→VERAにinput
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AOCの運用

（その他の作業はRISE側）

AOCの運用

（その他の作業はRISE側）

水沢

同上なし父島

石垣

SRTP、VERA局運用ソフトの立ち上げ、
運用、監視、DIR2000系の運用、テープ
およびHDD発送

（水沢で自動運用対応可能）

RISE側入来

定常運用初期運用（1－2ヶ月）

局別仕事依頼内容

2004年11月 SX WG資料改
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計画立案ソフト

VERAへ配布、確認の後に各局に配布

スケジュール作成

（平・松本・劉）

スケジュール*.VEX

衛星位置 *.POS

減衰器 *.ATT

局発周波数 *.FREQ

観測最適化（松本・鶴田）

優先度：4wayドプラー ＞ VLBI

1. 衛星可視条件

2. 衛星日照条件（バッテリ放電深度
18%以下）

3. テレコマ局時間帯（新GN＆臼田）

4. VERA使用可能時間帯

5. （外国局使用可能時間帯）

処理部は完了
2005年7月～10月の試験観

測にて確認済み

局情報取り込み以外は完了

２つの衛星の
観測時間帯

衛星軌道情報（ISAS)
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解析ソフト

RISEソフト相関器

（河野・菊池）

軌道・重力場推定
（GEODYN II, SOLVE）

（松本・ GSFC)
こう の

処理部は完成
ユーザIF（または習熟）は

今後の課題

VRAD運用支援シ
ステム（富士通)

詳細設計終了

ISAS L2データベース

遅延
遅延率

処理部は完成
ユーザIF（または習熟）は

今後の課題

ドプラーデータ


